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会社を成長させ、経営者としても成長する！
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《会社概要》

㈱ 沖 明
取締役営業部長   我喜屋 成 氏

〈サンライズ支部 〉

所在地 / 与那原町字東浜91-2
T  E   L  / 098-944-2233
事業内容 / 動物用医薬品一般販売
　　　　動物用機器・畜産用機器
　　　　各種計量器プラント

　

㈱
沖
明
は
、
一
九
五
八
年
創
業
、
三

代
続
く
沖
縄
唯
一
の
動
物
薬
品
専
門
の

卸
し
を
行
な
う
会
社
で
す
。
ま
だ
会
社

が
、
那
覇
市
三
原
に
あ
っ
た
こ
ろ
、
同

友
会
に
は
三
代
目
の
現
社
長
が
参
加

し
、
支
部
活
動
や
経
営
指
針
作
成
講
座

な
ど
受
講
。
二
〇
一
一
年
に
現
在
の
与

那
原
町
東
浜
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

そ
の
四
代
目
と
な
る
べ
く
我
喜
屋
成

氏
は
二
〇
二
〇
年
に
入
社
し
ま
し
た
。

大
学
時
代
、
理
学
部
に
在
籍
し
、
研
究

職
を
目
指
し
大
学
院
ま
で
進
み
ま
す

が
、
大
阪
に
あ
る
一
〇
〇
名
規
模
の
分

析
機
械
販
売
会
社
と
就
職
活
動
で
出
会

い
ま
す
。
最
新
の
情
報
を
持
っ
て
、
科

学
技
術
の
研
究
に
携
わ
る
仕
事
は
、
や

り
が
い
の
あ
る
楽
し
い
仕
事
で
し
た
。

管
理
職
も
任
さ
れ
、
十
年
目
を
迎
え
た

こ
ろ
、父
親
か
ら
「
帰
っ
て
こ
な
い
か
」

と
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

　

帰
る
つ
も
り
も
な
し
、
ま
し
て
継
ぐ

つ
も
り
も
な
か
っ
た
我
喜
屋
氏
で
す
が
、
知

ら
な
か
っ
た
父
親
の
入
院
で
、
両
親
の
老
い

を
感
じ
沖
縄
に
帰
る
決
意
を
し
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
必
然
的
に
四
代
目
を
意
味
し
て

い
ま
し
た
。

　

㈱
沖
明
は
創
業
当
初
、
畜
産
向
け
医
薬
品

を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
で
は
ペ
ッ
ト
（
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
ア
ニ
マ

ル
）
医
療
の
需
要
が
拡
大
、
成
長
し
て
い
ま

す
。
地
域
に
密
着
し
な
が
ら
、「
安
全
・
安

心
な
畜
産
物
の
生
産
」
に
欠
か
せ
な
い
技
術

や
情
報
、
動
物
用
医
薬
品
を
幅
広
く
提
供

し
、
食
の
安
全
と
安
心
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
安
全
・
安
心
な
製

品
を
届
け
る
こ
と
で
飼
い
主
や
獣
医
師
、
農

場
経
営
者
に
信
頼
さ
れ
る
企
業
で
あ
り
続
け

た
い
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
獣

医
師
、
動
物
病
院
、
生
産
者
、
そ
し
て
ペ
ッ

ト
オ
ー
ナ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
「
最
適

な
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
あ
る
べ
く
、
不
要
な
薬

剤
使
用
を
避
け
、
健
康
を
第
一
に
考
え
た
提

案
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

入
社
し
た
我
喜
屋
氏
は
、
半
年
ほ
ど
の
研

修
期
間
を
設
け
、
社
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
に
注
力
し
ま
し
た
。
年
齢
を

超
え
て
の
付
き
合
い
方
や
接
し
方
は
、
以
前

の
会
社
で
の
経
験
が
生
か
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
、
後
継
者
は
い
な
く
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
不

在
の
個
の
集
合
体
だ
っ
た
と
振
り
返
り
ま

す
。
従
っ
て
、
す
ぐ
に
教
育
体
制
の
確
立
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
今
、
三
年
前
に
入
社
し

た
新
入
社
員
が
営
業
職
と
し
て
成
長
し
、
成

果
が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、「
一
人
ひ
と
り

が
目
的
を
持
っ
て
自
発
的
に
行
動
し
、
目
標

に
向
か
っ
て
突
き
進
む
組
織
と
し
て
強
い
会

社
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

同
友
会
に
は
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
支
部
の
立
ち

上
げ
か
ら
役
員
と
し
て
、
本
格
的
に
活
動
に

参
加
。
二
年
が
経
過
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的

で
な
い
、
同
友
会
の
使
い
方
が
見
え
て
き
ま

し
た
。「
同
友
会
は
多
く
の
社
長
か
ら
経
営

体
験
を
聞
く
こ
と
で
『
よ
い
会
社
』
を
目
指

す
組
織
」
と
語
る
我
喜
屋
氏
。
経
営
指
針
作

成
講
座
も
受
講
し
、
父
親
が
作
っ
た
経
営
理

念
を
見
つ
め
直
し
、
十
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
必
要

性
か
ら
中
期
計
画
づ
く
り
に
具
体
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
二
年
後
に
は
七
十
周
年
も
控
え

て
お
り
、
百
年
企
業
を
目
指
せ
る
組
織
を
創

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ス
モ
ー
ル
サ
ン
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
キ
ャ
ン

プ
の
誘
い
を
受
け
、
日
程
を
合
わ
せ
て
集
ま

っ
た
り
、
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
に
も
興
味
が
あ

り
ま
す
。「
学
生
時
代
に
没
頭
し
た
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
再
開
し
た
い
し
、
映
画

鑑
賞
も
続
け
た
い
」
と
余
暇
活
動
も
充
実

し
て
い
る
我
喜
屋
氏
。「
会
社
を
成
長
さ

せ
、
経
営
者
と
し
て
も
成
長
す
る
」
楽
し

み
な
存
在
が
ま
た
一
人
増
え
ま
し
た
。

（
カ
ラ
オ
ケ
同
友
会　

島
尻
裕
巳
）会社入口

我喜屋 成 氏



む
か
ひ
火
や
父
の
お
も
か
げ
母
の
顔
／
加
舎

白
雄
▼
八
月
下
旬
、
沖
縄
は
旧
盆
を
迎
え
る
。

仏
壇
を
囲
み
、
懐
か
し
い
人
の
話
を
す
る
。

先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
は
、
名
前
や
家

だ
け
で
は
な
い
。
口
癖
、
働
く
姿
、
人
を
大

切
に
す
る
心
。
目
に
は
見
え
な
い
も
の
ほ
ど
、
今
を
生

き
る
私
た
ち
の
中
に
深
く
息
づ
い
て
い
る
▼
会
社
も
同

じ
だ
ろ
う
。
事
業
承
継
で
引
き
継
ぐ
も
の
は
、
株
式
や

資
産
、
役
職
だ
け
で
は
な
い
。
創
業
の
志
、
お
客
様
と

の
信
頼
、
社
員
が
培
っ
て
き
た
技
術
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
決
算
書
に
は
載
ら
な
い
が
、

会
社
を
支
え
る
大
切
な
財
産
だ
▼
一
方
、
先
代
の
や
り

方
を
そ
の
ま
ま
続
け
る
こ
と
が
承
継
で
は
な
い
。
理
念

は
守
り
、
方
法
は
時
代
に
合
わ
せ
て
変
え
る
。
譲
る
側

に
は
任
せ
る
覚
悟
が
、
受
け
継
ぐ
側
に
は
自
分
の
経
営

を
築
く
覚
悟
が
求
め
ら
れ
る
。
後
継
者
は
、
指
名
さ
れ

た
日
で
は
な
く
、
仕
事
を
任
さ
れ
、
失
敗
し
、
考
え
抜

い
た
日
々
の
中
で
育
っ
て
い
く
▼
経
営
者
が
元
氣
な
う

ち
に
、
後
継
者
と
会
社
の
未
来
を
語
り
、
経
営
指
針
を

共
有
し
、
役
割
と
権
限
を
少
し
ず
つ
手
渡
し
て
い
く
。

事
業
承
継
は
引
退
の
準
備
で
は
な
い
。
会
社
の
未
来
を

つ
く
る
経
営
そ
の
も
の
な
の
だ
▼
同
友
会
の
経
営
指
針

づ
く
り
や
社
員
共
育
、
例
会
で
の
率
直
な
学
び
合
い
は
、

経
営
を
一
人
の
経
験
か
ら
組
織
の
知
恵
へ
変
え
る
営
み

で
あ
る
。
自
主
・
民
主
・
連
帯
の
理
念
も
ま
た
、
世
代

を
超
え
て
実
践
さ
れ
て
こ
そ
生
き
続
け
る
▼
旧
盆
は
過

去
を
懐
か
し
む
だ
け
の
日
で
は
な
い
。
受
け
継
い
だ
命

と
志
を
、
未
来
へ
ど
う
生
か
す
か
を
問
い
直
す
時
で
も

あ
る
。
私
た
ち
は
次
の
世
代
に
、
何
を
残
し
、
何
を
任

せ
る
の
か
。
手
順
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
手
順

に
込
め
ら
れ
た
心
ま
で
、
丁
寧
に
手
渡
し
て
い
き
た
い 

▼
盆
用
意
祖
母
の
手
順
を
守
り
け
り
／
横
山
さ
く
ら（
作

古
）

　

七
月
一
日
、
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
、
中
小
企
業
魅
力
発
見

フ
ェ
ア
２
０
２
６
が「
若
い
感
性
で
探
る
中
小
企
業
の
魅
力
と
可
能
性
」

の
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
益
財
団

法
人
沖
縄
県
産
業
振
興
公
社
主
催
の
「
お
き
な
わ
中
小
企
業
応
援
フ
ェ

ア
」
と
併
催
し
て
、
企
業
・
行
政
・
学
校
関
係
者
、
約
二
百
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
中
小
企
業
の
日
・
魅
力
発
信
月
間
の
意
義
・
目
的
を
、

星
崎
浩
二
沖
縄
同
友
会
政
策
副
委
員
長
が
、「
中
小
企
業
の
日
は
、

二
〇
一
五
年
に
沖
縄
同
友
会
が
開
催
し
た
中
小
企
業
憲
章
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
て
初
め
て
提
起
さ
れ
、
中
同
協
を
中
心
に
経
済
団
体
が
国
へ

提
言
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、二
〇
一
九
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
根
ざ
す
中
小
企
業
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
積
極

的
に
沖
縄
県
の
発
展
に
寄
与
し
続
け
る
存
在
で
あ
り
た
い
」
と
報
告

し
ま
し
た
。

　

学
生
に
よ
る
中
小
企
業
魅
力
発
見
報
告
会
で
は
、
六
大
学
（
沖
縄

大
学
、
名
桜
大
学
、
沖
縄
国
際
大
学
、
琉
球
大
学
、
沖
縄
県
立
芸
術

大
学
、
尚
学
院
公
務
員
法
律
大
学
校
）
の
九
チ
ー
ム
が
、
企
業
九
社

（
内
、
同
友
会
企
業
五
社
）
の
企
業
訪
問
を
行
い
、
企
業
研
究
し
て

導
き
出
し
た
各
社
の
魅
力
、
商
品
開
発
や
新
店
舗
企
画
な
ど
、
様
々

な
ア
イ
デ
ア
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

企
業
側
か
ら
は
、「
企
業
側
で
は
な
か
な
か
気
付
け
な
い
魅
力

を
、
学
生
側
の
視
点
で

見
つ
け
て
も
ら
え
た
の

で
、
参
加
し
て
良
か
っ

た
」
と
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。　
　

　

内
閣
府
沖
縄
総
合
事

務
局
、
独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
沖
縄
事
務
所
、
沖
縄

県
、
沖
縄
同
友
会
の
四

者
共
催
で
の
取
り
組
み

が
、
繋
が
り
を
さ
ら
に

強
め
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
も
成
果
の
一
つ
と

な
り
ま
し
た
。

（
オ
フ
ィ
ス
星
崎　

星

崎
浩
二
）
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中
小
企
業
魅
力
発
見
フ
ェ
ア
２
０
２
６

若
い
感
性
で
探
る

中
小
企
業
の
魅
力
と
可
能
性

若
い
感
性
で
探
る

中
小
企
業
の
魅
力
と
可
能
性学生たちのプレゼン

プレゼン表彰された県立芸大チーム

     委員会活動    



 【
浦
添
て
だ
こ
支
部
】

　

七
月
十
四
日
、
浦
添
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
浦
添
て
だ
こ

支
部
設
営
で
、
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
新
会

員
六
名
を
含
む
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
同
友
会
の
歴
史
と
理
念
」
は
與
崎
文
美
副
代
表
理
事
が
担
当
し
、

「
会
員
の
経
営
体
験
報
告
」
は
㈱
琉
球
ワ
ー
ル
ド
の
具
志
堅
保
男
社

長
と
㈱
L
I
M 

P
r
o
j
e
c
t
s 
の
新
崎
直
和
社
長
が
報
告
し

ま
し
た
。 

具
志
堅
氏
は
経
営
指
針
作
成
講
座
を
受
講
し
、
会
社
が

変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
、
新
崎
氏
は
支
部
が
独
自
に
取
り
組
む
「
ビ

ジ
ネ
ス
改
善
ラ
ボ
」
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

 【
宮
古
支
部
】

　

宮
古
支
部
は
七
月
十
四
日
、
宮
古
島
市
未
来
創
造
セ
ン
タ

ー
で
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
新
会
員
七

名
、
ゲ
ス
ト
三
名
を
含
む
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日

は
「
Y
O
U
は
何
し
に
同
友
会
へ
！
？
～
バ
ッ
ヂ
を
胸
に

『
学
び
』
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
！
！
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

同
友
会
の
理
念
や
目
的
を
学
び
、
新
会
員
同
士
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

友
利
博
明
支
部
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
一
瀬
宗
也
副
代
表

理
事
が
同
友
会
の
理
念
や
歴
史
、
三
つ
の
目
的
に
つ
い
て
講
話

し
ま
し
た
。
続
く
体
験
報
告
で
は
、
㈲
沖
島
電
機
の
真
栄
田
一

郎
社
長
が
、
同
友
会
で
の
学
び
を
通
し
て
、
自
身
が
経
営
者
と

し
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
を
語
り
ま
し
た
。　
　

　

真
栄
田
氏
は
、
以
前
は
仕
事
を
最
優
先
し
、
忙
し
い
こ
と
が

経
営
者
の
価
値
だ
と
考
え
て
い
た
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
同
友
会
で
の
学
び
を
重
ね
る
中
で
、
社
員
や
家
族
、
協
力

会
社
を
大
切
に
し
、
共
に
成
長
す
る
こ
と
こ
そ
が
経
営
者
の
役

割
で
あ
る
と
気
づ
い
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
社
長
が
す
べ
て

を
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、
会
社
の
進
む
方
向
を
示
し
、
経
営

課
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
重
要
だ
と
話
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
経
営
理
念
や
経
営
指
針
は
、作
る
だ
け
で
な
く
、

社
員
と
共
有
し
実
践
し
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
」
と
語
り
、
同

友
会
に
は
実
践
し
て
い
る
経
営
者
か
ら
直
接
学
べ
る
環
境
が

あ
る
こ
と
や
、
尊
敬
で
き
る
仲
間
と
の
出
会
い
が
経
営
者
を

成
長
さ
せ
る
こ
と
を
、
自
身
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
伝
え
ま

し
た
。
最
後
に
、「
経
営
は
心
を
燃
や
す
価
値
の
あ
る
仕
事
。

同
友
会
で
学
び
、
良
い
経
営
者
、
良
い
会
社
、
良
い
地
域
を

一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
新
会
員
へ
力
強
い
エ
ー
ル

６
月 

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

６
月 

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
浦
添
・
宮
古
同
日
に
二
カ
所
で
開
催
！

浦
添
・
宮
古
同
日
に
二
カ
所
で
開
催
！

　
新会員のみなさま 

（後列左から）
　① 土屋　瑞樹 氏　（一社）セレニティパークジャパン沖縄  ディレクター
　② 廣瀬　元行 氏　サザンウエスト㈱  取締役
　③ 糸州　　徹 氏　ライト建設㈱  社長

（前段左から）
　④ 前平雄一郎 氏　㈱ TENOHIRA  社長
　⑤ 松田　生江 氏　MAON VEGAN FACTORY  代表
　    與崎文美副代表理事
　⑥ 八ツ星　亮 氏　８STARS 経営労務パートナー  代表

　
新会員のみなさま 左から

　① 細谷　陽子氏（代理）（同）office YFIVE
　　 （新会員：渡邊 裕子　代表社員）
　② 垣花　厳志 氏　㈱アート企画　社長
　③ 武島　琉門 氏　㈲たけちゃんホーム宮古支店
　④ 根間　康輝 氏　㈲総合琉通ギフトねま　営業部長
　⑤ 中山　道哉 氏　なかみち経営コンサルタント　代表
　⑥ 駒田　基気 氏　㈱ H ＆ D　顧問
　⑦ 千田　泰平 氏　㈱島の人事部　社長

を
送
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
会
員
か
ら
は
「
地
域
に
貢
献
で
き
る
会
社
を
つ

く
り
た
い
」「
多
く
の
経
営
者
と
つ
な
が
り
、
自
分
自
身
を
成

長
さ
せ
た
い
」
な
ど
、
同
友
会
へ
の
期
待
や
今
後
の
目
標
が
発

表
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
学
び

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。
今
回
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
は
、
同
友
会
の
価

値
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

学
び
を
自
社
で
の
実
践
に
つ

な
げ
る
第
一
歩
と
な
る
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
先
嶋
産
業
㈱　

友
利
博
明
）
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あ
七
月
七
日
、

浦
添
市
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
に

て
、
浦
添
て
だ

こ
支
部
例
会
が

二
十
五
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ

「
機
械
好
き
少
年
が
Ｉ
Ｔ
企
業
経
営
者
へ
～

時
代
の
変
化
を
見
据
え
、
技
術
を
磨
き
、
人

を
育
て
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
経
営
の
挑
戦
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
㈱
シ
ス
テ
ッ
ク
沖
縄 

社
長

の
赤
嶺
宏
氏
が
経
営
体
験
報
告
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
座
長
は
㈱
日
宅　

社
長
の
佐
和
田

健
二
氏
が
務
め
ま
し
た
。

　

赤
嶺
氏
は
、
幼
少
期
、
農
業
を
営
む
家
庭

で
育
ち
、
家
族
と
と
も
に
農
作
業
を
す
る
中

で
、
責
任
感
と
忍
耐
力
を
身
に
つ
け
ま
し

た
。
機
械
や
電
化
製
品
の
分
解
・
組
み
立
て

が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
工
業
高
校
の
機
械

科
へ
進
学
。
そ
の
後
、
将
来
性
を
感
じ
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
分
野
へ
進
路
を
転
換
し
、
京

都
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
学
院
で
情
報
工
学
を
学

び
ま
す
。
一
九
八
六
年
に
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
入
社

し
、首
都
圏
で
技
術
者
と
し
て
経
験
を
積
み
、

一
九
九
六
年
に
㈱
シ
ス
テ
ッ
ク
沖
縄
で
、
取

締
役
、
専
務
、
代
表
取
締
役
専
務
を
経
て
、

二
〇
一
一
年
に
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

経
営
面
で
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
は

じ
め
幾
度
も
の
厳
し
い
局
面
を
経
験
し
ま
し

た
。
売
上
減
少
へ
の
対
応
と
し
て
、
社
員
の

給
与
カ
ッ
ト
や
希
望
退
職
な
ど
を
行
い
ま
し

た
が
、
後
に
「
社
員
を
守
る
経
営
」
の
重
要

性
を
痛
感
。
現
在
は
銀
行
借
入
や
予
備
資
金

の
確
保
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
管
理
を

徹
底
し
、
会
社
の
財
務

基
盤
を
強
化
し
て
い
ま

す
。　

　

ま
た
、
親
会
社
か
ら

株
式
を
買
い
戻
し
て
完

全
独
立
し
、
社
員
持
株

会
を
設
立
す
る
な
ど
、

社
員
と
と
も
に
会
社
を

つ
く
る
経
営
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

二
〇
一
〇
年
の
同
友

会
入
会
を
契
機
に
、
企

業
変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
活
用
し
て
経
営
課

題
を
整
理
。
経
営
理
念

の
成
文
化
、
顧
客
・
社

員
満
足
度
調
査
、
経
営

発
表
会
、
社
員
教
育
、

評
価
制
度
の
見
直
し
な

ど
、
学
ん
だ
こ
と
を
具

体
的
な
経
営
実
践
に
つ

な
げ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
課
題
は
、
事
業
承
継
、
若
手
技
術

者
の
育
成
、
社
員
の
自
立
、
Ｉ
Ｔ
人
材
の
離

職
、採
用
難
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
し
、

次
世
代
幹
部
に
経
験
を
積
ま
せ
、
社
員
教
育

や
福
利
厚
生
の
充
実
、
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
自
社
の
理
念
で
あ
る
「
欲
し
い

を
叶
え
て
周
り
を
笑
顔
に
す
る
企
業
を
目
指

し
ま
す
」
を
紹
介
。
社
員
に
は
「
入
っ
て
良

か
っ
た
」、顧
客
に
は
「
頼
ん
で
良
か
っ
た
」、

社
会
に
は
「
あ
っ
て
良
か
っ
た
」
と
思
わ
れ

る
会
社
を
目
指
し
、
学
び
を
経
営
に
生
か
し

続
け
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
事
務
局
）

欲
し
い
を
叶
え
て
周
り
を
笑
顔
に
す
る
企
業
を
目
指
す
！

欲
し
い
を
叶
え
て
周
り
を
笑
顔
に
す
る
企
業
を
目
指
す
！

浦
添
て
だ
こ
支
部 

７
月
支
部
例
会
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七
月
二
十
二
日
、
h
o
w
l
i
v
e 

名

護
宮
里
店
に
て
、
広
島
県
府
中
市
の
㈱
タ
テ

イ
シ
広
美
社 
代
表
取
締
役
・
立
石
克
昭
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
社
員
と
と
も
に
故
郷
に

錦
を
織
り
続
け
る
企
業
と
は
」
を
テ
ー
マ
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

立
石
氏
は
、
二
十
四
歳
で
創
業
し
、
小
さ

な
塗
装
工
事
か
ら
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。
現
在

で
は
社
員
百
二
十
名
、
売
上
二
十
五
億
円
を

超
え
、全
国
の
商
業
施
設
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

万
博
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛
け

る
企
業
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
歩
み
は
決
し
て
順
風
満
帆
で
は
な
く
、
バ

ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
経
営
危
機
や
大
型
案
件
で

の
失
敗
な
ど
、
数
々
の
困
難
を
経
験
。
そ
の

た
び
に
「
大
手
が
や
ら
な
い
仕
事
を
自
社
が

担
う
」
と
い
う
信
念
を
貫
き
、
発
想
を
転
換

し
な
が
ら
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
で
、
危
機
を

成
長
の
機
会
へ
と
変
え
て
き
た
実
践
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
従
業
員
で
は
な
く
、
自
ら
考
え

行
動
す
る
社
員
を
育
て
る
こ
と
が
企
業
の
未

来
を
つ
く
る
」
と
語
り
、
企
業
参
観
日
や
地

域
の
中
学
生
に
よ
る
模
擬
会
社
経
営
な
ど
、

人
づ
く
り
を
軸
と
し
た
経
営
実
践
も
紹
介
。

社
員
が
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
そ
の
姿
が
家

族
や
地
域
、
次
世
代
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、
広
島
の
方
言
で
炭
が

　

北
部
支
部
六
次
産
業
化
委
員
会
で
は
、
七

月
九
日
、
名
護
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

㈱
K
-
F
O
O
D 

P
L
A
N
N
I
N
G
代

表
取
締
役
の 

古
波
倉
正
紀
氏
を
講
師
に
お

迎
え
し
、「
感
謝
と
自
分
を
信
じ
る 

～
自
己

決
定
と
い
う
最
大
の
投
資
と
皆
様
の
お
か
げ

で
起
業
三
年
で
年
商
一
億
！
～
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
事
例
報
告
会
を
開
催
し
、
十
二
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

古
波
倉
氏
は
、
父
親
が
創
業
し
た
「
金
正

青
果
」
で
経
験
を
積
み
、
二
〇
二
〇
年
に

二
代
目
社
長
へ
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
新
規
事
業
へ
の
考
え
方

を
巡
り
父
親
と
対
立
し
、「
今
こ
そ
挑
戦
す

べ
き
」
と
い
う
信
念
の
も
と
独
立
。
自
宅

と
一
台
の
ミ
ニ
バ
ン
か
㈱
K
-
F
O
O
D 

P
L
A
N
N
I
N
G
を
創
業
さ
れ
、
現
在

で
は
コ
ン
ビ
ニ
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
野
菜

を
販
売
す
る
「
コ
ン
ビ
ニ
マ
ル
シ
ェ
」
を
県

内
約
百
二
十
店
舗
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
波
倉
氏
は
、「
自
己
決
定
こ
そ
最
大
の

投
資
」
で
あ
り
、
自
ら
の
決
断
を
信
じ
て
挑

戦
し
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
自
身
の
経

験
を
交
え
な
が
ら
語
ら
れ
ま
し
た
。
創
業
当

初
は
赤
字
経
営
や
資
金
繰
り
に
苦
し
み
、
妻

や
仲
間
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
現
在
が

あ
る
と
い
う
感
謝
の
思
い
も
率
直
に
共
有
さ

赤
々
と
燃
え
る
様
子
を
表
す
「
い
こ
る
」
と

い
う
言
葉
を
紹
介
。「
ま
ず
は
自
分
自
身
、

そ
し
て
自
社
が
し
っ
か
り
燃
え
な
け
れ
ば
周

囲
を
照
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
語
り
、

経
営
者
自
ら
が
情
熱
を
持
っ
て
会
社
や
地
域

を
照
ら
す
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と
の
重
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
地
域
で
事

業
を
続
け
る
使
命
と
、
人
を
育
て
る
経
営
の

本
質
に
つ
い
て
学
び
、
自
社
の
未
来
を
見
つ

め
直
す
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
㈲
結
設
計　

又
吉
大
輔
）

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
こ
れ
か
ら
も
ワ
ク
ワ
ク
を
大

切
に
、
沖
縄
か
ら
日
本
を
元
気
に
し
て
い
き

た
い
」
と
力
強
く
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

挑
戦
す
る
勇
気
と
、
支
え
て
く
だ
さ
る
家
族

や
仲
間
へ
の
感
謝
の
大
切
さ
を
改
め
て
学

ぶ
、
大
変
有
意
義
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

（
㈱
八
重
自
動
車　

仲
宗
根
修
司
）
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〜
自
己
決
定
と
い
う
最
大
の
投
資
と

　
　
皆
様
の
お
か
げ
で
起
業
３
年
で
年
商
１
億
に
！
〜

〜
自
己
決
定
と
い
う
最
大
の
投
資
と

　
　
皆
様
の
お
か
げ
で
起
業
３
年
で
年
商
１
億
に
！
〜

感
謝
と
自
分
を
信
じ
る

感
謝
と
自
分
を
信
じ
る

北
部
支
部 

６
次
産
業
化
委
員
会 

事
例
報
告
会

社
員
と
共
に
故
郷
で
錦
を
織
り
続
け
る
企
業
と
は

社
員
と
共
に
故
郷
で
錦
を
織
り
続
け
る
企
業
と
は

北
部
支
部 

７
月
例
会

     支部活動    



　

例
え
る
な
ら
ば
「
w
i
n
-
w
i
n
・
嬉

し
い
・
楽
し
い
・
あ
り
が
と
う
」
等
々
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
な
ら
な
ん
で
も
当
て
は
ま

り
そ
う
な
「
島
の
子
ど
も
応
援
ま
つ
り
」
も

う
定
番
と
呼
ん
で
い
い
第
四
回
目
が
、
去
っ

た
六
月
二
十
一
日
に
石
垣
市
新
栄
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
過
去
に
も
れ
な
く
過
去
最
大
（
出

店
数
二
十
四
・
出
演
二
十
二
団
体
、
約

六
百
三
十
人
）と
な
り
、同
友
会
協
力（
青
森
・

千
葉
・
東
京
・
滋
賀
・
沖
縄
本
島
・
八
重
山
）

の
無
料
配
布
に
、
宮
古
・
福
岡
・
韓
国
か
ら

も
お
手
伝
い
が
駆
け
つ
け
、
ま
つ
り
の
ス
タ

ー
ト
集
客
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

主
旨
は
一
貫
し
て
子
ど
も
た
ち
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
機
会
に
か
か
る
資
金
造
成
を
目
的
と

し
た
も
の
。
主
役
と
な
る
子
供
た
ち
は
も
ち

ろ
ん
、
出
店
に
頑
張
る
父
母
会
の
皆
さ
ん
や

　

七
月
二
十
五
日
、
美
崎
町
自
治
公
民
館
で

八
名
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
た
八
重
山
支
部

例
会
は
、「
一
人
ひ
と
り
医
師
が
教
え
る
幸

せ
健
康
経
営
―
沖
縄
の
知
恵
を
経
営
に
生
か

す
五
つ
の
処
方
箋
―
」
を
テ
ー
マ
に
、医
師
・

産
業
医
の
城
所
望
氏
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

城
所
氏
は
、
八
重
山
の
島
々
に
あ
る
診
療

所
で
約
三
十
年
間
に
わ
た
り
地
域
医
療
に
携

わ
り
、「
ド
ク
タ
ー
離
島
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
離
島
で
の
医
療
活
動
や
島

の
人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
健
康
で
幸
せ

に
生
き
る
た
め
の
知
恵
は
、
沖
縄
の
自
然
や

文
化
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
に
あ
る
と
感

じ
、
著
書
『
沖
縄
式
リ
ト
リ
ー
ト
』
を
出
版

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
単
に
病
気
が
な
い
状
態
で
は

な
く
、
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
満
た

さ
れ
た
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
の
実
現
が
、

企
業
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
と
語
ら
れ
ま
し

た
。
社
員
が
幸
せ
で
心
身
と
も
に
健
康
な
状

態
で
働
く
こ
と
で
、
生
産
性
が
高
ま
り
、
欠

勤
や
、
出
勤
し
て
い
て
も
本
来
の
力
を
発
揮

で
き
な
い
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
」
の

改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
の
知
恵
を
生
か
し
た
処
方
箋

と
し
て
、「
自
然
・
祈
り
・
笑
い
・
対
話
・
つ

な
が
り
」
の
五
つ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
朝

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
協

賛
の
皆
さ
ま
含
め
一
万
一
〇
〇
〇
人
を
超
え

る
多
く
の
方
々
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
は
第
三
十
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ

ン
ト
大
賞
で
「
ふ
る
さ
と
キ
ラ
リ
賞
」
を
受

賞
（
全
国
か
ら
応
募
数
一
二
四
件
中
、
八
イ

ベ
ン
ト
が
受
賞
）、
石
垣
市
の
ア
フ
ロ
月
間

に
も
重
な
り
具

志
堅
用
高
さ
ん

が
応
援
に
駆
け

つ
け
て
く
れ
る

な
ど
、
と
て
も

楽
し
く
充
実
し

た
ま
つ
り
と
な

り
ま
し
た
。

（
㈲
P
L
A
N

ｔ

P
L
A
N　

宮
良 

高
彰
）

日
を
浴
び
る
、
緑
に
触
れ
る
、
今
こ
の
瞬
間

を
味
わ
う
、
声
を
出
し
て
笑
う
、
相
手
の
話

を
否
定
せ
ず
最
後
ま
で
聴
く
な
ど
、
日
常
や

職
場
で
実
践
で
き
る
方
法
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、「
幸
せ
健
康
を
ど

の
よ
う
に
経
営
に
生
か
し
た
い
か
」
を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
を
行
い
、
経
営
者
自
身
の
健

康
を
土
台
に
、
会
社
と
社
員
一
人
ひ
と
り
の

幸
せ
を
同
時
に
目
指
す
こ
と
の
大
切
さ
を
共

有
し
ま
し
た
。
理
念
や
十
年
ビ
ジ
ョ
ン
を
社

員
と
共
有
し
、
心
理
的
安
全
性
の
あ
る
職
場

を
つ
く
る
こ
と
が
、
健
康
な
企
業
づ
く
り
に

つ
な
が
る
と
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

て
も
有
意
義
な
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

（（
同
）
松
島　

奥
平
あ
か
り
）

会場全体
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〜
沖
縄
の
知
恵
を
経
営
に
活
か
す「
５
つ
の
処
方
箋
」〜

〜
沖
縄
の
知
恵
を
経
営
に
活
か
す「
５
つ
の
処
方
箋
」〜

医
師
が
教
え
る
健
幸
経
営

医
師
が
教
え
る
健
幸
経
営

八
重
山
支
部 

７
月
支
部
例
会

第
４
回
島
の
子
ど
も
応
援
ま
つ
り

第
４
回
島
の
子
ど
も
応
援
ま
つ
り

八
重
山
支
部
が
協
力

     支部活動    



　

七
月
二
十
八

日
、
西
原
町
商

工
会
に
て
、
サ

ン
ラ
イ
ズ
支
部

例
会
が
開
催
さ

れ
、
二
十
四
名

が
参
加
し
ま
し

た
。
報
告
者
は
、

㈱
考
福　

社
長

の
福
本
考
平
氏

で
、
テ
ー
マ
は
「
信
託
・
信
用
の
代
償
と
復

活
へ
の
道
～
ど
ん
底
か
ら
子
へ
見
せ
る
親
父

の
挑
戦
～
」
で
し
た
。
座
長
は
湧
川
洋
邦
氏　

（
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
沖
縄　

社
長
）
が
務
め
ま
し
た
。

　

福
本
氏
は
福
島
県
出
身
で
、
静
岡
の
大
学

を
卒
業
後
、
東
京
で
五
年
勤
務
。
満
員
電
車

に
疲
れ
果
て
て
い
た
折
、
出
会
っ
た
飲
食
店

の
オ
ー
ナ
ー
か
ら
「
お
腹
だ
け
で
な
く
心
も

満
た
し
て
く
れ
る
」
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
ま

し
た
。
田
舎
の
福
島
で
の
出
店
を
描
い
て
い

ま
し
た
が
、
そ
こ
に
東
北
大
震
災
。
そ
こ
で

頭
を
切
り
替
え
、
憧
れ
て
い
た
沖
縄
へ
の
移

住
を
決
意
し
ま
す
。

　

身
寄
り
も
な
い
沖
縄
に
周
囲
は
大
反
対
で

し
た
が
、
二
〇
一
四
年
に
移
住
し
、
翌
年
に

は
「
居
酒
屋
と
り
か
ら
た
ま
ご
」
を
オ
ー
プ

ン
。
さ
ら
に
日
本
酒
バ
ー
も
開
店
し
、
三
年

後
に
は
、
最
高
売
上
を
達
成
し
、
三
店
舗
目

も
展
開
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
任
せ
た
店
長

が
期
待
を
裏
切
る
結
果
に
な
り
ま
す
。「
信

じ
て
託
し
た
役
こ
そ
、細
心
の
注
意
を
払
う
」

の
教
訓
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
デ
ジ
タ
ル
資
産
運
用
の
失
敗
や

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
、
全
店
を
閉
店
。
借
金

だ
け
が
残
り
ま
し
た
。転
機
に
な
っ
た
の
は
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
の
社
長

と
の
出
会
い
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
防
災
事
業

へ
と
目
を
向
け
ま
す
。
資
格
を
取
得
し
、
専

門
家
と
し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
順
調
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
ラ
ジ
オ

の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
防
災
グ
ッ
ズ
大
賞
の

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
、「
誰
も
が
挑

戦
で
き
る
舞
台
を
、
創
り
、
支
え
、
守
る
」

を
理
念
に
し
た
「
事
業
継
続
支
援
事
業
」
の

道
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。

　

二
〇
二
八
年
に
は
飲
食
業
へ
再
挑
戦
し
ま

す
。
そ
れ
は
か
つ
て
の
飲
食
時
代
に
関
わ
っ

て
い
た
子
ど
も
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

想
い
「
地
域
と
の
関
り
が
強
く
、
子
ど
も
の

成
長
が
見
ら
れ
る
」
こ
と
の
楽
し
さ
か
ら
。

十
五
歳
未
満
の
比
率
が
断
ト
ツ
で
高
い
将
来

あ
る
沖
縄
県
に
貢
献
す
べ
く
、
子
ど
も
達
が

無
償
で
学
べ
る
「
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
展
開

や
同
友
会
で
学
ん
だ
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
」
な
ど
に
関
わ
る
こ
と
が
夢
だ
と
語

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
失
敗
や
挫
折
で
今
の
自
分
が

あ
る
。
例
会
で
失
敗
を
学
ぶ
こ
と
が
同
友
会

の
良
さ
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
カ
ラ
オ
ケ
同
友
会　

島
尻
裕
巳
）

　
　

七
月
十
四

日
、
リ
ッ
チ
グ

リ
ー
ン
に
て
、

県
の
経
営
委
員

長
の
大
城 

章 

氏
（（
同
）
グ

ラ
ッ
ド　

代
表

社
員
）
を
講
師
に
、サ
ン
ラ
イ
ズ
支
部
の
「
企

　

サ
ン
ラ
イ
ズ
支
部
は
、
八
月
一
日
に
、
き

ら
き
ら
ビ
ー
チ
に
て
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
二
十
名
＋
子
ど
も
五
名

と
少
な
目
で
し
た
が
、
海
邦
銀
行
の
二
名
の

支
店
長
や
兵
庫
同
友
会
の
二
名
の
ゲ
ス
ト
を

含
め
、
楽
し
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

具
志
支
部
長

は
、「
来
年
は

も
っ
と
多
く
の

参
加
で
、
ス
イ

カ
割
り
な
ど
企

画
し
て
取
り
組

み
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し

た
。（
事
務
局
）

「
企
業
変
革

　
　
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

「
企
業
変
革

　
　
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

サ
ン
ラ
イ
ズ
支
部
学
習
会

初
級
編

初
級
編

サ
ン
ラ
イ
ズ
支
部

　
Ｂ
Ｂ
Ｑ
会
を
開
催
！

サ
ン
ラ
イ
ズ
支
部

　
Ｂ
Ｂ
Ｑ
会
を
開
催
！

業
変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
V
e
r.
２
」
学

習
会
が
開
催
さ
れ
、五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

支
部
は
、
今
回
第
一
回
と
し
て
、
初
級
編
の

内
容
で
行
い
、
今
後
中
級
、
上
級
と
重
ね
て

開
催
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
ん
で
の

企
業
変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
登
録
か
ら

始
め
、
講
師
の
大
城
氏
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
流
れ
や
、
考
え
方
、
活
用
法
な
ど
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
支
部
で
は
今
後
、
さ
ら
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
自
己
診
断
が
で
き

る
よ
う
に
、
中
級
編
、
上
級
編
へ
と
進
め
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
事
務
局
）
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福本  考平 氏 と 座長の 湧川  洋邦 氏

信
託
・
信
用
の
代
償
と
復
活
へ
の
道

信
託
・
信
用
の
代
償
と
復
活
へ
の
道

６
月 

サ
ン
ラ
イ
ズ
支
部
例
会

〜
ど
ん
底
か
ら
子
へ
見
せ
る
親
父
の
挑
戦
〜

〜
ど
ん
底
か
ら
子
へ
見
せ
る
親
父
の
挑
戦
〜

大城  章 氏

     支部活動    



　

七
月
十
三

日
、
南
風
原
町

商
工
会
に
て
Ａ

Ｉ
学
習
会
を
開

催
し
、
二
十
三

名
が
参
加
し
ま

し
た
。
Ａ
Ｉ
学

習
会
は
、
今
年
で
三
年
連
続
の
開
催
と
な
り

講
師
も
引
き
続
き
、
合
同
会
社
ア
キ
ュ
ー
ズ

の
齋
藤
代
表
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
年
々
進

化
し
続
け
て
い
る
Ａ
Ｉ
は
、
仕
事
に
欠
か
せ

な
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
Ａ
Ｉ
社
員
を
つ
く
ろ
う
」
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
て
Ａ
Ｉ
に
で
き
る
業
務
は
任
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
三
回
企
画
し
て
お
り
ま

す
。

　

一
回
目
は
座
学
で
し
た
が
、
ま
ず
驚
い
た

の
が
齋
藤
氏
の
写
真
か
ら
音
声
で
自
己
紹
介

し
た
こ
と
で
す
。
ま
た
パ
ワ
ポ
を
Ａ
Ｉ
に
説

明
さ
せ
て
Ａ
Ｉ
活
用
法
を
体
感
で
き
ま
し

た
。
新
た
な
Ａ
Ｉ
「
S
U
N
O
」
に
は
度
肝

を
抜
か
さ
れ
ま
し
た
。Ａ
Ｉ
が
歌
う
の
で
す
。

例
え
ば
会
社
の
社
歌
を
つ
く
る
と
き
に
、
作

詞
は
自
ら
想
い
を
込
め
て
つ
く
り
、
Ａ
Ｉ
に

曲
調
（
校
歌
風
、
ポ
ッ
プ
風
、
演
歌
風
）
を

指
示
し
、
歌
う
人
も
（
男
、
女
、
若
い
、
ベ

テ
ラ
ン
）
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

早
速
Ａ
Ｉ
学
習
会
の
歌
を
披
露
し
て
い
ま
し

た
。
南
部
支
部
の
応
援
歌
も
つ
く
っ
て
ほ
し

　

七
月
二
十
三

日
、
沖
縄
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー

に
て
、「
経
営

の
苦
境
か
ら
学

ん
だ
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
「
ゆ

い
ま
～
る
」
の
ゆ
い
ピ
ッ
チ
が
開
催
さ
れ
、

九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
報
告
者
は
、
㈱
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ン
ク
社
長
の
伊
波
竜
作
氏
で
し

た
。

　

伊
波
氏
の
同
友
会
歴
は
十
六
年
、
同
業
者

で
あ
っ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
沖
縄
シ
ス
テ
ム
ズ

の
上
江
洲
さ
ん
に
誘
わ
れ
入
会
。
例
会
で
の

学
び
や
異
業
種
交
流
で
の
学
び
に
感
銘
を
受

け
、
浦
添
て
だ
こ
支
部
に
所
属
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
連
携
部
会
で
は
、
情
報
委
員
会
の
委
員
長

を
昨
年
か
ら
務
め
、
積
極
的
に
同
友
会
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ゆ
い
ピ
ッ
チ
で
は
、
陽
気
な
伊
波
さ

ん
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
の
試
練
を
乗
り

越
え
て
来
た
内
容
の
発
表
で
し
た
、
高
校
を
卒

業
し
、
本
土
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
会
社
に

就
職
。
必
死
に
学
び
、
技
術
を
身
に
着
け
仕
事

を
こ
な
し
ま
す
が
、
学
歴
が
無
い
事
に
格
差
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。十
五
年
間
勤
め
ま
し
た
が
、

退
職
し
、
沖
縄
へ
戻
り
就
職
。
先
輩
か
ら
誘
わ

れ
共
同
経
営
で
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
を
設
立

い
と
依
頼
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
氏
は
言
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
は
二
十
四
時

間
三
六
五
日
働
き
続
け
、
決
し
て
裏
切
ら
な

い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
。
Ａ
Ｉ
も
人
間
同

様
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
壁
打
ち
）
を

重
ね
る
こ
と
で
、
お
互
い
を
理
解
し
あ
い
、

求
め
に
期
待
以
上
に
応
え
ら
れ
る
存
在
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ａ
Ｉ
に
か
か
る
費
用

を
人
件
費
と
し
て
捉
え
、
人
手
不
足
で
困
っ

て
い
る
中
小
企
業
こ
そ
Ａ
Ｉ
活
用
は
不
可
欠

で
あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
革
命
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
進
化
が
早
い
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
た

め
に
共
に
学
び
進
化
し
つ
づ
け
ま
す
。
第
二

回
目
は
十
月
七
日
の
予
定
で
す
。

（
㈲
た
け
事
務　

竹　

富
久
）

し
ま
す
が
、
意
見

の
相
違
で
離
別
、

三
十
四
歳
で
起
業

し
ま
し
た
。

　

順
調
に
実
績
を
作
り
、
会
社
経
営
が
上
向

き
始
め
ま
す
が
、
社
員
の
退
職
を
背
景
に
し

た
過
度
な
要
求
に
、
弁
護
士
を
通
し
て
対
応

し
た
り
、
社
員
の
引
き
抜
き
に
よ
り
取
引
先

の
離
反
な
ど
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
業
界

は
何
で
も
あ
り
の
社
会
な
の
か
、
を
疑
っ
て

し
ま
う
程
の
経
営
体
験
発
表
で
し
た
、

　

そ
の
中
で
も
会
社
創
業
か
ら
の
中
核
人
材

の
退
職
が
最
も
辛
い
出
来
事
で
、
技
術
・
顧

客
対
応
の
要
の
人
材
損
失
で
心
が
折
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
や
、
社
内
体
制
を
作
り
変
え
、

ベ
テ
ラ
ン
社
員
を
昇
格
し
、
任
せ
る
体
制
へ

の
変
化
と
新
卒
採
用
へ
方
針
転
換
を
行
う
こ

と
で
、
会
社
の
雰
囲
気
が
変
わ
り
、
離
職
率

が
激
減
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

労
使
見
解
や
例
会
を
参
考
に
、
第
三
者
を

会
社
に
関
わ
ら
せ
る
な
ど
、
日
々
新
し
い
課

題
に
挑
戦
し
続
け
た
か
ら
こ
そ
会
社
発
展
の

原
点
と
伊
波
氏
は
強
調
し
ま
し
た
。
い
つ
も

明
る
い
印
象
の
伊
波
氏
で
す
が
、
常
に
前
を

向
き
、
学
び
続
け
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
、

家
族
愛
か
ら
来
て
い
る
と
強
く
感
じ
る
ゆ
い

ピ
ッ
チ
内
容
で
し
た
。

　
　
　
（
シ
ン
プ
ロ
メ
ン
テ
㈱　

徳
田
恭
紀
）

Ａ
Ｉ
社
員
を
つ
く
ろ
う

Ａ
Ｉ
社
員
を
つ
く
ろ
う

南
部
支
部 

Ａ
Ｉ
学
習
会 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

齋藤  孝春 氏

伊波  竜作 氏

７
月
ゆ
い
ピ
ッ
チ
　

　
経
営
の
苦
境
か
ら
学
ん
だ
こ
と

７
月
ゆ
い
ピ
ッ
チ
　

　
経
営
の
苦
境
か
ら
学
ん
だ
こ
と

ビ
ジ
ネ
ス
連
携
部
会
「
ゆ
い
ま
〜
る
」
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a
七
月
二
十
七

日
、
沖
縄
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
に

て
、
第
三
回
新
人

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
会
が
「
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
、総
勢
一
〇
三
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

二
〇
二
三
年
か
ら
講
師
を
お
願
い
し
、
四
月
の
合

同
入
社
式
で
も
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
を
担
当
す

る
、
ア
グ
レ
ア
ー
ブ
ル
印
象
美
人
㈱
の
あ
ら
か
き

咲
美
氏
。

　

今
年
度
の
講
義
は
、事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、

日
頃
仕
事
を
し
て
い
る
中
で
、
疑
問
に
感
じ
て
い

る
こ
と
等
、
受
講
生
（
新
入
社
員
）
の
声
を
ま
と

め
、講
師
と
付
添
者
が
入
念
に
話
し
合
い
を
重
ね
、

講
義
内
容
を
決
め
、
あ
ら
か
き
氏
に
は
、
三
つ
の

柱
で
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
「
敬
語
の
使
い
方
」。
尊
敬
語
と
謙

譲
語
の
違
い
等
、
電
話
応
対
に
も
関
係
す
る
こ
と

で
、
す
ぐ
に
机
に
貼
っ
て
使
え
る
敬
語
表
が
テ
キ

ス
ト
に
付
い
て
お
り
、
ま
ず
は
、
表
を
見
な
が
ら

声
に
出
し
て
使
っ
て
み
る
こ
と
で
覚
え
る
こ
と
が

で
き
、
講
義
後
も
す
ぐ
に
使
え
る
実
践
的
な
内
容

で
し
た
。

　

二
つ
め
は
、「
電
話
応
対
」。
様
々
な
業
種
の
受

講
生
が
集
う
中
で
、
電
話
応
対
は
、
会
社
を
代
表

す
る
声
、一
人
ひ
と
り
が
、会
社
の
声
の
窓
口
（
入

口
）
だ
と
い
う
こ
と
で
、
怖
が
ら
ず
に
、「
習
う

よ
り
慣
れ
よ
」
で
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。

　

 

第
二
十
五
期

社
長
・
社
員
共

育
塾
が
、
七
月

二
十
一
日
、
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
に

て
、
参
加
企
業

二
十
一
社
、
受
講

生
八
十
四
名
、
付

添
者
二
十
二
名
で
開
講
し
ま
し
た
。

　

今
期
の
テ
ー
マ
は
、「
共
に
学
び
、
自
ら
動
く
」。

共
育
塾
で
は
、
経
営
者
と
社
員
が
共
に
学
び
合
う

中
で
深
い
相
互
理
解
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
一
人

ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
を
最
大
に
引
き
出
し
、
生

か
し
合
い
な
が
ら
、
学
び
続
け
ま
す
。
今
期
も
、

学
ん
だ
こ
と
を
自
ら
実
践
を
重
ね
、
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
、成
長
を
喜
び
合
え
る
仲
間
と
と
も
に
、

生
き
て
い
く
幸
福
感
を
実
感
で
き
る
時
間
、
場
を

創
り
、
よ
り
よ
い
今
日
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

第
一
講
は
、「
あ
た
り
前
の
日
常
は
、
当
た
り

前
じ
ゃ
な
い
。
～
社
員
と
地
域
と
共
に
歩
む
八
木

澤
商
店
の
再
建
、
理
念
と
醤
の
志
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
㈱
八
木
澤
商
店　

社
長　

河
野
通
洋
氏
（
岩

手
同
友
会
）
の
講
演
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

河
野
氏
は
、
岩
手
県
で
二
百
年
以
上
続
く
老
舗

醤
油
醸
造
会
社
、
㈱
八
木
澤
商
店
の
九
代
目
の
跡

継
ぎ
で
、
専
務
取
締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。
経
営

状
態
が
悪
化
し
て
い
る
会
社
を
短
期
間
で
業
績
を

回
復
さ
せ
、
銀
行
か
ら
の
信
頼
を
得
る
事
が
で
き

ま
し
た
が
、
徹
底
的
な
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
社
内
は

ギ
ス
ギ
ス
し
、
社
員
か
ら
の
信
頼
を
失
い
ま
す
。

そ
の
頃
に
同
友
会
に
入
会
し
、
経
営
指
針
作
成
講

座
を
受
け
、「
社
員
と
経
営
者
が
手
を
取
り
合
っ

　

最
後
に
、「
報
連
相
の
重
要
性
」。
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
講
座
で
は
。
珍
し
い
内
容
で
す
が
、
実

は
、
仕
事
を
す
る
中
で
、
ど
ん
な
場
面
で
も
必

要
な
報
告
・
連
絡
・
相
談
。
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス

を
聴
け
、
受
講
生
だ
け
で
な
く
、
付
添
者
に
も
、

虎
の
巻
に
な
る
よ
う
な
資
料
を
、
あ
ら
か
き
氏

が
作
成
く
だ
さ
り
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
次
回
の
研
修
は
、
受
講
生
お
待
ち

か
ね
の
、
大
ゆ
ん
た
く
会
で
す
。　
　
（
同
友

会
事
務
局
）

て
い
い
信
頼
関
係
を
つ
く
り
い
い
会
社
」
に
し

て
い
く
こ
と
に
気
づ
き
、
社
員
と
の
信
頼
関
係

徐
々
に
築
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
、
東
日

本
大
震
災
の
津
波
で
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
陸
前
高
田
市
、
八
木
澤
商
店
本
社
、

工
場
も
す
べ
て
失
い
、
家
族
も
失
っ
た
社
員
も

い
た
中
で
、
会
社
の
復
興
、
町
の
復
興
に
社
員

と
地
域
の
人
々
と
築
い
て
き
た
こ
と
を
報
告
。

こ
の
年
の
四
月
に
は
八
木
澤
商
店
は
入
社
式
を

行
い
、町
の
復
興
に
は
人
材
の
必
要
性
を
感
じ
、

地
域
の
企
業
有
志
と
共
に
求
人
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
市
内
の
求
人
倍
率
が
二
八
五

％
と
異
常
な
数
字
と
共
に
徐
々
に
復
興
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
陸
前
高
田
市
の
同
友
会
員
数
も
十
年

後
に
は
百
四
十
社
に
な
り
ま
し
た
。
震
災
か
ら

十
五
年
、
信
頼
関
係
を
一
度
失
っ
た
経
営
者
が

皮
肉
に
も
東
日
本
震
災
に
よ
り
、
社
員
と
地
域

の
絆
を
強
固
に
築
き
上
げ
ま
し
た
。
当
た
り
前

の
日
常
生
活
は
、
震
災
や
自
然
災
害
で
す
べ
て

な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
陸
前
高
田

市
の
人
々
は
震
災
で
す
べ
て
な
く
な
っ
て
も
、

「
人
と
の
絆
、
人
と
の
信
頼
、
復
興
へ
の
情
熱
」

を
失
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

我
々
、
中
小
企
業
は
、「
人
を
大
切
に
し
、

会
社
の
社
員
を
尊
重
し
、
事
業
を
発
展
さ
せ
、

地
域
と
共
に
成
長
し
て
い
く
」
そ
う
し
た
企
業

づ
く
り
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
中

小
企
業
家
同
友
会
が
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る

団
体
で
あ
る
こ
と
を
実
践
で
示
し
た
講
演
と
な

り
ま
し
た
。　
（
㈱
赤
マ
ル
ソ
ウ　

大
田
守
章
）
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同
友
会
で
は
「
経
営
理
念
」「
十
年
ビ
ジ

ョ
ン
」「
経
営
方
針
」「
経
営
計
画
」
の
四
つ

を
合
わ
せ
て
「
経
営
指
針
」
と
呼
び
ま
す
。

日
々
の
経
営
で
、
判
断
や
決
断
を
迫
ら
れ
る

な
か
、自
社
の
羅
針
盤
と
し
て
指
針
を
定
め
、

実
践
・
確
立
へ
と
経
営
委
員
会
主
催
で
講
座

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

【
第
４
講
】

　

第
六
十
二
期

は
、
二
十
三
社

二
十
七
名
が
受

講
し
ま
し
た
。

七
月
三
日
に
第

四
講
「
経
営
方

針
の
策
定
」
を

開
催
。
講
師
は
㈱
フ
ォ
ー
カ
ス
の
専
務
執
行

役
員
の
當
銘
将
也
氏
が
つ
と
め
ま
し
た
。
ま

ず
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
語
り
、「
経

営
方
針
」
に
つ
い
て
講
義
。
情
勢
や
現
状
認

識
な
ど
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
グ
ル
ー
プ

討
論
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を

交
え
、
活
発
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
第
四
講
は
自
分
と
企
業
経
営
に
向
き
合

い
、
事
業
展
開
の
方
向
性
や
中
期
経
営
目
標

を
設
定
す
る
な
ど
演
習
も
多
く
時
間
が
足
り

な
い
と
こ
ぼ
す
受
講
生
も
。
目
標
達
成
の
道

筋
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
第
５
講
】

　

第
五
講
は
七

月
十
八
日
に「
財

務
・
管
理
会
計
」

を
（
同
）
グ
ラ

ッ
ド
代
表
の
大

城
章
氏
が
講
師

を
つ
と
め
ま
し

た
。
第
１
講
で
も
自
社
の
数
字
（
財
務
状
況
）

に
向
き
合
い
「
損
益
分
岐
点
売
上
高
」
や
「
労

働
分
配
率
」
な
ど
経
営
に
欠
か
せ
な
い
財
務
分

析
の
基
本
を
学
び
ま
し
た
が
、
第
４
講
は
管
理

会
計
や
利
益
計
画
・
経
営
計
画
の
作
成
へ
と
す

す
み
ま
し
た
。
各
自
で
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
グ

ル
ー
プ
討
論
で
発
表
し
ま
す
が
、
数
字
に
関

す
る
事
な
の
で
一
社
か
ら
複
数
参
加
の
企
業

は
、
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
計
画
を
作
成
。
自

社
に
持
ち
帰
り
、
実
践
が
す
す
む
よ
う
に
意

見
を
交
わ
し
て
い
る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

【
第
６
講
】

　

第
六
講
は
七

月
二
十
四
日
に

「
指
針
書
の
完

成
を
め
ざ
す
」

た
め
の
最
終
講

と
し
て
、「
経

営
理
念
」「
十

年
ビ
ジ
ョ
ン
」「
経
営
方
針
」「
経
営
計
画
」

の
四
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
上
げ
を
目
指
し
ま
す
。

　

何
度
も
修
正
を
重
ね
、
シ
ー
ト
に
書
き

込
ん
で
い
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
て
ま

た
修
正
し
ま
す
。
最
近
は
Ａ
Ｉ
な
ど
便
利

な
ツ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
が
、
自
身
が
考
え

生
み
出
し
た
魂
か
ら
の
言
葉
は
何
に
も
勝

る
言
葉
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
社
員
へ
伝

え
共
有
し
、
社
員
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
で
自
社
の
「
指
針
書
」
が
完
成
し
ま
す
。

演
習
と
グ
ル
ー
プ
討
論
で
プ
レ
発
表
を
終

え
、
最
後
の
講
義
と
し
て
「
指
針
の
実
践
」

を
㈲
沖
島
電
機
代
表
取
締
役
の
真
栄
田
一

郎
氏
が
講
師
を
つ
と
め
ま
し
た
。

　

真
栄
田
氏
は
、
マ
エ
ダ
電
気
工
事
の
二
代

目
と
し
て
先
代
か
ら
事
業
承
継
し
、
社
長

を
務
め
て
い
た
際
、
様
々
な
失
敗
や
経
験

を
重
ね
る
な
か
「
本
当
に
会
社
経
営
は
面

白
い
」
と
断
言
で
き
る
ま
で
に
変
化
。
弟

で
あ
る
現
社
長
に
事
業
承
継
し
た
段
階
に

は
社
員
が
計
画
や
方
針
を
立
て
、
財
務
管

理
は
も
ち
ろ
ん
利
益
計
画
も
現
場
か
ら
積

み
上
げ
て
い
ま
す
。
社
員
の
幸
せ
を
第
一

に
考
え
、
会
社
と
し
て
研
鑽
を
重
ね
て
き

た
こ
と
、
自
社
と
自
身
の
あ
ゆ
み
を
説
明
。

現
在
の
会
社
は
四
期
目
を
終
え
、
経
営
方

針
発
表
会
に
初
め
て
取
引
先
や
金
融
機
関

な
ど
関
係
者
を
招
待
し
た
と
き
足
が
震
え
た

と
告
白
。「
発
表
会
は
ぜ
ひ
受
講
生
の
皆
さ

ん
も
自
社
で
実
践
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
社

員
や
地
域
と
の
約
束
に
な
る
」
と
、
経
営
者

が
自
身
を
鼓
舞
す
る
た
め
で
も
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

第
一
講
か
ら
六
講
ま
で
の
毎
講
義
、
自
身

と
向
き
合
い
苦
悶
し
な
が
ら
シ
ー
ト
を
仕
上

げ
、
真
摯
な
姿
勢
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
講
座

の
重
要
性
を
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

八
月
四
日
に
開
催
さ
れ
る
「
報
告
会
・
修

了
式
」
は
受
講
生
全
員
が
発
表
を
し
ま
す
。

二
〇
二
六
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
年
に
二
回
開

催
し
て
い
た
講
座
を
一
回
に
絞
っ
た
こ
と

で
、
今
後
は
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
講
座
の
企

画
な
ど
さ
ら
に「
経
営
指
針
の
実
践
と
確
立
」

に
向
け
た
内
容
を
経
営
委
員
会
で
検
討
し
て

い
ま
す
。
第
六
十
三
期
の
開
催
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。　
（
事
務
局
）
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経
営
指
針
作
成
講
座  

第
４
講
〜
第
６
講

62経
営
理
念
・
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
・
経
営
方
針
・
経
営
計
画

経
営
理
念
・
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
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経
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方
針
・
経
営
計
画

経営指針作成講座

第５講講師  大城  章 氏

第４講講師  當銘  将也 氏

第６講講師  真栄田  一郎 氏

     委員会活動    



　

 

a
七
月
二
十
二

日
、
浦
添
市
市
民

協
働
・
男
女
共
同

参
画
ハ
ー
モ
ニ
ー

セ
ン
タ
ー
に
て
、

役
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
（
北
部
・

中
部
・
八
重
山
）
含
め
、
四
十
九
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

同
友
会
運
動
（
企
業
経
営
と
同
友
会
活
動
は
不

離
一
体
、
同
友
会
理
念
）
に
つ
い
て
の
講
師
は
、

中
同
協
副
会
長
の
立
石
克
昭
氏
（
タ
テ
イ
シ
広
美

社
・
会
長
、
広
島
同
友
会
代
表
理
事
）
が
担
当
し
、

「
自
社
経
営
と
同
友
会
運
動
は
不
離
一
体
～
い
こ

る
同
友
会
づ
く
り
～
」を
テ
ー
マ
に
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
初
め
て
方
針
に
し
た
第
八
次
中

期
計
画
を
共
有
す
る
意
味
で
宮
城
光
秀 

代
表
理

事
が
、
二
十
分
間
報
告
。「
仲
間
づ
く
り
、
同
友

会
役
員
の
役
割
」
を
與
崎
文
美 

副
代
表
理
事
が

報
告
し
ま
し
た
。

　

立
石
克
昭
氏
の
報
告
は
、「
自
社
経
営
と
同
友

会
運
動
は
二
位
一
体
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

企
業
経
営
と
同
友
会
活
動
は
切
り
離
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、
役
員
自
身
が
そ
の
実
践
者
で
あ
る
こ
と

の
重
要
性
を
語
り
ま
し
た
。
役
員
が
同
友
会
理
念

を
理
解
し
、
自
社
で
実
践
す
る
姿
こ
そ
が
、
会
員

や
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
同
友
会
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
営
指
針
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、「
タ

ク
シ
ー
の
行
き
先
」
の
例
え
を
用
い
て
説
明
し
、

　

那
覇
支
部
は
、
七
月
二
十
七
日
、
那
覇
市

壺
屋
に
あ
る
R
E
S
T
A
U
R
A
N
T
＆

B
A
R　

V
E
R
Y
に
て
、「
新
入
会
員
御
披

露
目
会
」
を
開
催
し
、
新
入
会
員
十
六
名
、
会

員
十
四
名
、
ゲ
ス
ト
＆
社
員
、
総
勢
三
十
二
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
司
会
は
田
村
杏
奈
さ
ん
が

行
い
、
新
会
員
さ
ん
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
明
る
い

司
会
進
行
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宮
城
光

秀
代
表
理
事
、
座
間
味
代
表
理
事
と
田
上
副
代

表
理
事
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
同
友
会
の
大

切
さ
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
じ
め
て
支
部
会
員
交
流
委
員
会
主
催

行
事
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
交
流
会
委
員
会
メ

ン
バ
ー
が
事
前
準
備
か
ら
当
日
運
営
ま
で
頑
張

り
、
多
く
の
参
加
で
席
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど

の
新
会
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
員
交
流
委
員
会
は
、
参
加
者
が
笑
顔
で
楽

し
い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
団
結
し
て
、
食
事
の
配
膳
や
運
営
進
行
を
行

い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
の
中
で
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

新
会
員
さ
ん
か
ら
は
「
新
会
員
を
お
も
て
な

し
す
る
た
め
に
、
注
文
な
ど
ご
配
慮
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ず
っ
と
立
ち
っ
ぱ

な
し
で
し
た
の
で
、
同
友
会
が
い
か
に
質
の
高

「
社
員
は
会
社
と
い
う
車
を
運
転
す
る
存
在
で

あ
り
、
経
営
者
が
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
目

的
地
を
明
確
に
示
さ
な
け
れ
ば
、
社
員
は
安
心

し
て
力
を
発
揮
で
き
な
い
。
経
営
指
針
は
作
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が

自
分
事
と
し
て
理
解
し
、
主
体
的
に
行
動
で
き

る
よ
う
落
と
し
込
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と

強
調
。
そ
の
た
め
、
社
員
の
夢
や
目
標
も
経
営

指
針
に
取
り
入
れ
、
会
社
と
社
員
双
方
の
成
長

を
目
指
す
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
と
話
し

ま
し
た
。

　

人
を
生
か
す
経
営
で
は
、社
員
を
「
従
業
員
」

で
は
な
く
「
主
体
者
」
と
し
て
育
て
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
委
員
会
活
動
や
社
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
、
自
ら
考
え
提
案
す
る
組
織
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
実
践
を
紹
介
。
ま
た
、
学

校
教
育
と
の
連
携
に
も
取
り
組
み
、
企
業
も
地

い
団
体
か
容
易
に
理
解
で
き
ま
し
た
」「
参
加

す
る
ま
で
は
緊
張
し
て
い
た
が
、
思
っ
た
よ
り

も
話
し
や
す
く
て
よ
か
っ
た
」「
明
る
く
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が

聞
け
、
新
会
員
と
那
覇
支
部
会
員
交
流
委
員
会

と
の
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
作
成
し
「
同
友
会

で
分
か
ら
な
い
事
や
、
悩
み
事
は
気
軽
に
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
。
最
後
に
は
お
店
の
外
に
て
記
念
の
集
合

写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

（
み
ら
い　

西
中
間
武
海
）

域
社
会
の
一
員
と
し
て
次
世
代
育
成
に
関
わ
る

責
任
が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
同
友
会
役
員
に
は
「
経
営
の
匂
い

が
す
る
例
会
づ
く
り
」
と
「
役
員
自
身
が
商
品

見
本
に
な
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
る
と
締
め
く

く
り
、「
経
営
課
題
を
率
直
に
語
り
合
い
、
実

践
か
ら
学
ぶ
例
会
こ
そ
が
同
友
会
の
価
値
で
あ

り
、
役
員
自
身
が
学
び
を
自
社
で
実
践
し
、
成

長
す
る
姿
を
示
す
こ
と
が
、
会
員
の
共
感
を
生

み
、
同
友
会
運
動
の
発
展
に
つ
な
が
る
」
と
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。

（
カ
ラ
オ
ケ
同
友
会　

島
尻
裕
巳
）
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那
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♡
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し
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〜
い
♡

     県・支部活動    



　

今
年
度
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
会

員
訪
問
委
員
会
は
、
同
友
会
に
入
会
さ
れ
た

も
の
の
、
な
か
な
か
活
動
に
参
加
で
き
て
い

な
い
会
員
さ
ん
を
中
心
に
訪
問
し
、
直
接
お

話
を
伺
い
な
が
ら
、
同
友
会
の
良
さ
や
活
用

方
法
を
お
伝
え
し
て
い
く
活
動
で
す
。

　

す
で
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
会
員
企

業
か
ら
は
、「
入
会
は
し
た
も
の
の
、
何
に
参

加
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、

自
分
に
必
要
な
講
座
を
勧
め
て
も
ら
え
て
良

か
っ
た
」「
少
し
ア
ウ
ェ
ー
感
を
感
じ
て
い
た

け
れ
ど
、
訪
問
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
以

前
よ
り
参
加
し
や
す
く
な
っ
た
」
な
ど
、
嬉

し
い
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

声
を
聞
く
た
び
に
、
私
た
ち
委
員
も
活
動
の

意
義
と
や
り
が
い
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
訪
問
先
で
は
経
営
者
の
皆
さ
ん
か

ら
、
会
社
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
や
、
こ
れ
ま

で
の
ご
苦
労
、
経
営
に
対
す
る
想
い
な
ど
、

普
段
な
か
な
か
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
お
話

を
伺
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
お
話
を
聞

く
中
で
、
私
た
ち
委
員
の
方
が
学
ば
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
し
経
営
上
の
悩
み
や
課
題
を

抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
に
は
、
一
緒
に

考
え
、
同
友
会
の
中
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
学

び
や
先
輩
会
員
の
成
功
事
例
な
ど
も
お
伝
え

し
な
が
ら
、「
共
に
学
び
、
共
に
成
長
す
る
」

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

会
員
訪
問
委
員
会
は
、
単
に
「
参
加
し
て

く
だ
さ
い
」
と
お
誘
い
す
る
だ
け
の
活
動
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
会
員
さ
ん

と
顔
を
合
わ
せ
、
声
を
聞
き
、
そ
の
方
に
と

っ
て
「
同
友
会
に
入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
関
わ
り
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
私

た
ち
の
役
割
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
会
員

さ
ん
が
同
友
会
の
仲
間
と

つ
な
が
り
、
学
び
、
経
営

に
生
か
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
委
員
会
一
丸
と
な

■
第
１
回
会
員
訪
問
委
員
会
開
催
！

　

六
月
二
十
三
日
に
第
一
回
会
員
訪
問
委

員
会
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
委
員

は
、
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
か
ら
メ
ン
バ

ー
を
選
出
し
て
も
ら
い
構
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
各
組
織
単
位
で
の
会
員
訪
問

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
会
員
訪

問
委
員
会
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
各
取

り
組
み
を
そ
れ
ぞ
れ
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
、

よ
り
活
発
化
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
確
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

【
会
員
訪
問
紹
介
】

　
● 

中
部
た
た
み
店

　
　
　
　
　
　     

　
　
新
城  

忍
　
代
表
者

　

三
十
代
で
畳
店
を
開
業
し
ま
し
た
。「
ま

ず
は
仕
事
を
取
ら
ね
ば
」
と
、
本
島
の
北

か
ら
南
ど
こ
へ
で
も
伺
っ
て
い
た
が
、
仕

事
は
増
え
て
も
移
動
時
間
や
経
費
が
大
き

く
な
り
、
利
益
に
つ
な
が
り
に
く
い
こ
と
に

気
付
き
、そ
こ
か
ら
営
業
エ
リ
ア
を
見
直
し
、

効
率
を
重
視
し
た
経
営
へ
と
舵
を
切
り
ま
し

た
。
元
々
勉
強
熱
心
な
新
城
社
長
で
す
が
、

経
営
指
針
作
成
講
座
な
ど
に
参
加
し
同
友
会

で
の
学
び
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
● 

長
浜
モ
ー
タ
ー
㈲
　

　
　
　
　     

　
　
長
浜  

旭
男
　
代
表
取
締
役

　

七
月
、
代
表
取
締
役
に
就
任
さ
れ
た
長
浜

さ
ん
。
店
舗
に
は
就
任
を
祝
う
た
く
さ
ん
の

お
花
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

長
浜
モ
ー
タ
ー
さ
ん
は
、
新
車
・
中
古
車

販
売
を
は
じ
め
、
車
検
、
鈑
金
塗
装
な
ど
、

車
に
関
す
る
こ
と
を
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る

地
域
に
根
差
し
た
老
舗
企
業
で
す
。

　

代
表
の
長
浜
さ
ん
は
三
十
歳
と
い
う
若
さ

な
が
ら
、
会
社
や
社
員
一
人
ひ
と
り
の
こ
と

を
常
に
考
え
、
社
員
の
自
主
性
を
上
手
に
引

き
出
し
な
が
ら
、
風
通
し
の
良
い
組
織
づ
く

り
を
実
践
さ
れ
て
い
る
、
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ

ー
あ
ふ
れ
る
経
営
者
で
し
た
。
長
浜
さ
ん
の

経
営
に
対
す
る
考
え
方
や
想
い
を
、
同
友
会

の
例
会
で
じ
っ
く
り
お
聞
き
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
会
員
訪
問
委
員
会
の
活
動
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
㈲
ア
ン
カ
ー
商
事　

與
崎
文
美
）
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第１回会員訪問委員会

始
動
！
　会員
訪
問
委
員
会
活
動

　
　
　
　
　共
に
学
び
、
共
に
成
長
す
る
！

始
動
！
　会員
訪
問
委
員
会
活
動

　
　
　
　
　共
に
学
び
、
共
に
成
長
す
る
！

中部たたみ店  代表 新城氏（中部支部）

( 株 )YAIMA  砂川氏（八重山支部）中央

海邦ベンダー工業　登川氏（南部支部）中央

長浜モーター  長浜旭男氏（中部支部）中央

     委員会活動    



　

七
月
二
十
八

日
、
共
同
求

人
委
員
会
の

学
習
会
を
開

催
し
四
十
名

が
参
加
、
講

師
に
は
、
広
島

よ
り
全
国
共
同

求
人
委
員
長
の

川
中
英
章
㈱

E
V
E
N
T
O
S

社
長
を
お
招
き

し
ま
し
た
。
同

友
会
に
お
け
る

共
同
求
人
運
動
の
意
義
に
つ
い
て
、
ご
自
身

の
実
践
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、「
人
が
い
な

い
か
ら
採
用
す
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
言

葉
で
す
。
時
代
や
地
域
が
変
化
す
る
中
で
、

企
業
が
「
今
年
は
採
用
す
る
、
今
年
は
採
用

し
な
い
」
と
自
社
の
都
合
だ
け
で
考
え
て
い

て
は
、
人
も
地
域
も
育
ち
ま
せ
ん
。
採
用
と

は
単
な
る
人
員
補
充
で
は
な
く
、
自
社
の
存

在
価
値
を
問
い
、
社
員
が
誇
り
を
持
っ
て
働

け
る
会
社
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
し
て
若
者
が

人
生
を
過
ご
す
価
値
の
あ
る
会
社
を
つ
く
る

こ
と
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

川
中
社
長
の
会
社
も
、
最
初
か
ら
そ
の

よ
う
な
会
社
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
九
八
八
年
の
設
立
以
来
、
中
途
採
用

が
一
〇
〇
％
。
即
戦
力
を
求
め
て
大
手
ホ
テ

ル
な
ど
か
ら
経
験
者
を
採
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
三
年
以
内
の
離
職
率
は
約
八
十
％
。
大

型
ホ
テ
ル
が
進
出
す
る
た
び
に
大
量
離
職
が

起
こ
り
、
職
人
気
質
が
蔓
延
し
、
給
与
や
雇

用
条
件
ま
で
社
員
と
の
「
取
引
」
に
な
っ
て

い
た
と
い
い
ま
す
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
が
同
友
会
と
の
出
会
い

で
し
た
。
二
〇
〇
四
年
に
採
用
を
目
的
と
し

て
入
会
し
、
二
〇
〇
七
年
に
は
経
営
指
針
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
初
め
て
の

新
卒
内
定
者
の
家
庭
訪
問
で
、父
親
か
ら「
大

学
を
卒
業
し
て
ま
で
働
く
価
値
の
あ
る
仕
事

な
の
で
す
か
」
と
問
わ
れ
ま
す
。
そ
の
一
言

か
ら
、「
会
社
の
中
に
誇
り
が
必
要
だ
」
と

気
づ
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ
ン
が
「
地
域
の

同
業
他
社
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
革
新
的
な
刺

激
を
与
え
る
会
社
に
な
る
」。
地
域
に
寄
り

添
い
、
生
産
者
に
近
づ
く
た
め
山
を
切
り
開

い
て
畑
を
つ
く
り
、
社
員
の
「
畑
に
ト
イ
レ

が
な
い
」
と
い
う
声
か
ら
、
な
ん
と
レ
ス
ト

ラ
ン
ま
で
つ
く
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
は
農
作
業
を
取
り
入
れ
、
農
家
の
売

れ
残
り
も
買
い
取
り
、
社
員
と
農
家
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
十
七
年
間
で
関
わ
る
農
家

は
七
軒
か
ら
百
二
十
軒
へ
、
地
域
の
飲
食
・

小
売
店
舗
は
一
軒
か
ら
二
十
軒
へ
、
移
住

世
帯
は
二
世
帯
か
ら
二
十
二
世
帯
へ
と
増

加
。
近
隣
学
校
の
生
徒
数
も
九
十
八
人
か

ら
百
三
十
人
と
な
り
、
会
社
の
成
長
が
地

域
の
変
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
十
年
ビ
ジ
ョ
ン
を
社
員
さ
ん
と
語
れ
る

会
社
で
す
か
」。
こ
の
問
い
が
心
に
残
り
ま

し
た
。
共
同
求
人
と
は
、
求
人
の
手
法
を
学

ぶ
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
採
用
と
社
員
教

育
を
通
し
て
経
営
課
題
に
気
づ
き
、
社
員
と

共
に
未
来
を
描
き
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
会
社
を
つ
く
る
運
動
な
の
だ
と
、
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
学
習
会
と
な
り
ま
し

た
。（

㈲
大
城
水
道
工
事
社　

玉
城
真
由
美
）
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自
社
の
存
在
価
値
を
問
い
、
社
員
が
誇
り
を
持
っ
て
働
け
る
会
社
を
つ
く
る
！

自
社
の
存
在
価
値
を
問
い
、
社
員
が
誇
り
を
持
っ
て
働
け
る
会
社
を
つ
く
る
！

共
同
求
人
委
員
会
主
催「
人
を
生
か
す
学
習
会
」

川中 英章 氏玉城真由美委員長 挨拶 

会場全体

グループ討論

     委員会活動    



　テーマパーク「OKINAWA フルー
ツらんど」をはじめ、ホテル事業な
どを展開する沖縄フルーツランド㈱ 
安里博樹社長にお話を伺いました。
　フルーツらんどが直面した課題は、
フルーツには旬があるため、実った
果実を見せられない時期があること
でした。団体旅行の時代はスタッフ
がついて説明しながら案内できまし
たが、レンタカーによる個人旅行が
主流になると、「フルーツがない」と
いう声が増加。収穫時期をずらす試
みも、木が弱るなどうまくいかず、「フ
ルーツは調和があってこそ実る。そ
のことを伝える施設にしようと考え
ました」と安里さんは振り返ります。

“ 見せる ” のではなく、“ 見つけてもらう ”

　そこで、フルーツの魅力を伝える
ために説明看板を設置しました。し
かし、なかなか読んでもらえません。
発想を逆転させ、情報を最初から見
せるのではなく、思わず開けたくな
る仕掛けの中に「隠す」ことにしま
した。
　その考えから生まれたのが、絵本
の世界を冒険する体験型コンテンツ

「トロピカル王国物語」です。来園者
は、フルーツに関するクイズを解き
ながら園内を巡ります。仕掛けを動

体を楽しんでもらうことも大切にし
ています。フルーツらんどの敷地内
にも飲食店や美容室などのテナント
を迎え、小さな町のような空間が生
まれています。

北部に滞在する時間を増やしたい

　今後はホテル事業をさらに強化し、
泊まる人を増やすとともに、テーマ
パークも継続して進化させていく考
えです。「滞在する日数を増やすこと
と、遊べる場所を増やすこと。その
両方が必要です。それは一企業だけ
でなく、名護や北部、ひいては沖縄
県全体のためにもなると思います」
と安里氏。
　沖縄フルーツランド㈱は、「遊ぶ」
と「泊まる」を二本柱に、地域とと
もに、北部での滞在価値を高め続け
ています。

（㈱アイランド・プロジェクト 新井章仁）

かすことで説明が現れ、遊びながら
フルーツについて学び、体感できる
構成です。2013 年の開始後も、幅
広い来園者に楽しんでもらえるよう、
日々ブラッシュアップを重ねていま
す。

家族や仲間が一緒に泊まれるホテル

　テーマパークの充実に伴い、来園
者の滞在時間は長くなりました。そ
の一方で、子どもたちが「まだ遊び
たい」と泣きながら帰る姿も増えた
といいます。理由は、那覇方面のホ
テルへ戻り、夕食などの時間に間に
合わせるためでした。
　「どれだけ良い場所をつくっても、
泊まる場所がなければ、ゆっくり滞
在してもらえない」。その課題を解決
するため、2018 年に開業したのが「コ
ンドミニアムホテル名護リゾート リ
エッタ中山」です。
　広いリビングやキッチン、畳のス
ペースを備え、最大 10 名まで家族
やグループが同じ部屋で過ごせるこ
とが特徴です。大人数で利用すれば、
一人当たりの宿泊料金を抑えられる
ことも特徴です。
　また、ホテル内ですべてを完結さ
せるのではなく、食事や買い物は周
辺の店舗を利用してもらい、地域全

ピンチをチャンスに変える、沖縄フルーツランド株式会社の挑戦
「遊ぶ」と「泊まる」で北部の滞在を豊かに

リエッタ中山（外観）

畳リビング
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《会社概要》
沖縄フルーツランド㈱

所在地／沖縄県名護市字為又1220-71
事業内容／ テーマパーク、宿泊施設、 
　　　 　飲食・物販、テナント事業など
TEL／ 0980-52-1568

代表取締役社長  安里 博樹 氏
〈北部支部〉



祖父との約束
　「じいちゃん、オレ、継いだほうがい
い？」
意識がほとんどない状態で病室にいた創
業者の昌幸さんと、たまたま二人きりに
なった時のことです。宮城昌仁（まさみ）
さんは思い切って声をかけました。する
と、わずかに反応がありました。
　継ぐつもりなど、まったくありません
でした。でも、その瞬間が昌仁さんの決
意になりました。

沖縄を支える鉄骨
　那覇文化芸術劇場なはーとのすべての
鉄骨や、那覇バスターミナルの屋根を支
える白い特徴的な鉄骨。その製造と組み
上げを担ったのが、1963 年創業の株式会
社宮昌工業です。
　鉄骨製作工場としては、国土交通大臣
が定める品質管理体制と技術力にもとづ
く 5 段階評価で上から 2 番目となる H グ
レードを取得。全国でも 311 社、沖縄県
内ではわずか 4 社しかない、高い技術力
を持つ会社です。

三代目の覚悟

　今年 5 月、その宮昌工業の代表取締役
社長に就任したのが 37 歳の宮城昌仁さ
ん。創業者の祖父・昌幸さん、父で会長
の哲人さんに続く三代目です。
　高校卒業後は名古屋で数年間働き、15
年前に宮昌工業へ入社しました。高校時
代から工場を手伝っていたこともあり、現
場で働くことに抵抗はありませんでした。
ただ、会社を継ぐつもりはなかったそう
です。
　そんな気持ちを変えたのが、祖父との
あの日の出来事でした。昌仁さんは自他
ともに認めるおじいちゃん子。いつも自
分の味方になってくれた祖父への思いが、
そのまま会社を受け継ぐ覚悟へと変わり
ました。
　決意すると、すぐに東京の後継者育成
塾へ飛び込みます。ところが、もともと
勉強は大嫌い。専門用語は辞書やインタ
ーネットで調べながら理解し、毎回持ち
帰る課題にも悪戦苦闘。「本当に最後まで
やり切れるのだろうか」と不安だったそ
うです。
　学び続けるうちに、それまで何となく
感じていたお父さんのすごさが、経営と
いう視点から見えるようになりました。

株式会社化、本社と工場の移転、会社
の成長。その一つひとつの意味が理解
できるようになる一方で、自分との差
も痛感します。
　目の前の仕事をこなしながら、社員
さんの育成も考えなければならない。
会社の将来も背負わなければならない。
　「オレに継げるのだろうか。」
　会社では表に出しませんでしたが、
心の中では追い込まれ、一日の仕事を
終えて会社を一歩出ると、現実から逃
げ出したくなる。そんな日々が長く続
いたと振り返ります。
　それでも辞めようと思ったことはあ
りません。
　「じいちゃんと約束したからです。」
　あの日の約束があったからこそ、苦
しい時も逃げずにここまで歩いてくる
ことができました。

会社を支えるのは人

　その苦しい時期を乗り越え、社長と
なった昌仁さんが会社について語る時、
何度も口にした言葉があります。
　それが「人」です。
　社員さんには、人として成長してほ
しい。
　「技術は教えることができます。でも、
教えることで人間性まで育つわけでは
ありません。」そこが今の宮昌工業の課
題だと昌仁さんは考えています。
　人間性の高い人が集まる会社になれ
ば、仕事はもっと楽しくなる。前の工程、
後ろの工程、そして周りの人のことを
考えながら仕事をすれば、会社全体が
うまく回る。

　「会社はチームスポーツみたいなもの
なんです。」
　チームが良くなれば、結果は自然に
ついてくる。そんな考え方です。
　だからこそ、社長就任を機に、3 年
ほど前に変更された経営理念を、お父
さんの哲人さんが定め、自分も入社以
来ずっと口にしてきた理念へ戻すこと
を決めました。

人倫を重んじ

　人倫を重んじ、
　品格、技術、昌運の向上を図り、
　社会発展に寄与する。

　「人倫を重んじ」から始まるこの理念
は、人としての成長を何より大切にし
たいという昌仁さんの思いと重なりま
す。
　私たちが何気なく見上げる建物を支
えているのが、宮昌工業の鉄骨です。
　その会社を支えていくのは、人。
　昌仁さんが何度も口にした「人」と
いう言葉が、とても印象に残りました。

（伴走舎　牧野誠）

第336回
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《会社概要》
㈱宮昌工業

住　所／�八重瀬町字新城1767
ＴＥＬ／�098-987-0831
事業内容／ 鉄工造物工事業･建築工事業
　　　　土木･ブレーン製造

代表取締役社長　宮城 昌仁 氏
〈南部支部〉

宮城  昌仁 氏

沖縄を支える鉄骨、人を支える理念沖縄を支える鉄骨、人を支える理念


